
ろうきん杯争奪第３７回福島県ユース（Ｕ－１５）サッカー選手権 
兼 高円宮杯ＪＦＡ第３８回全日本Ｕ－１５サッカー選手権大会福島県大会 実施要項 

 
１ 主催 東北労働金庫福島県本部  一般財団法人福島県サッカー協会 
 
２ 共催 福島民友新聞社 
 
３ 主管 一般財団法人福島県サッカー協会３種委員会 
 
４ 後援 福島県 公益財団法人福島県スポーツ協会 郡山市 いわき市 相馬市 福島市教育委員会 

 会津若松市教育委員会 鏡石町  福島中央テレビ 
 
５ 協賛 株式会社モルテン 株式会社ミカサ 
 
６ 日程 
 （１） 開会式・代表者会議：実施しない  
 （２） 組み合わせ抽選（８月２日３種委員会で実施） 
      ① 県リーグ１部（８チーム）と２部（SHOSHI FC2nd、会津サントス2nd、いわきFC2ndを除いた９チ

ーム）のチームについては、前期終了時点の順位で指定された枠に配置する。 
      ② 地区予選勝ち上がりチームの抽選は下記のとおりとする。 
       Ⅰ 予選勝ち上がりチームの同地区同士の対戦は避ける。 
       Ⅱ 地区予選の順位を考慮する。 
 （３） 日時・会場 
     ９月 ５日（土）  １回戦：地区大会勝ち上がりチームによる対戦 ８試合 

アロハフィールド 十六沼公園サッカー場１ 会津総合運動公園サッカー場 
富岡多目的広場 

     ９月 ６日（日）  ２回戦：１回戦勝者と県リーグ２部チームによる対戦 ８試合 
アロハフィールド 十六沼公園サッカー場３ 会津総合運動公園サッカー場 相馬光陽人工芝Ｅ 

   ９月１２日（土）  ３回戦：２回戦勝者と県リーグ１部チームによる対戦 ８試合 
アロハフィールド  会津総合運動公園サッカー場  相馬光陽人工芝Ｄ 
住鉱エナジーマテリアルＮＡＲＡＨＡピッチ 

     ９月１３日（日）  ４回戦：３回戦勝者による対戦 ４試合（準々決勝） 
  十六沼公園サッカー場１ 福島空港公園多目的広場 

     ９月１９日（土）  準決勝：２試合 郡山市熱海フットボールセンター 
     ９月２１日（月）  決 勝：郡山市熱海フットボールセンター 
         
７ 出場資格 
（１） 公益財団法人日本サッカー協会（以下「ＪＦＡ」とする）に、２０２６年５月３１日の時点で、第３種または、

女子登録した加盟チーム、または、準加盟チームであること。 
（２） 第１項の加盟登録団体に２０２６年５月３１日までに登録された選手であること。 
（３） 中体連加盟チームは、その中学校に在籍し、かつ、JFAの女子加盟チーム登録選手を、移籍手続きを行うこと  

なく、本大会に参加させることができる。ただし、登録している女子加盟チームが本大会に参加している場合 
を除く。 

（４） ＪＦＡにより「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチームについては、同一クラブ内のチーム間
であれば、移籍手続きを行うことなく本大会に参加させることができる。なお、本項の適用対象となる選手の
年齢は第４種年代のみとし、第３種およびそれ以上の年代の選手は適用対象外とする。 

（５） 選手が不足しているチームに関しては、ＪＦＡの規定に基づき、同種別の複数チームとの「合同チーム」によ
る参加を認めるものとする。尚、１１名以上の選手を有するチーム同士の合同チームに関しては、福島県中学
校体育連盟複数校合同チーム参加規程に則る。 

（６） 地区予選から本大会に至るまでに、同一選手が異なるチームへ移籍後、再び同一大会に参加することはできな
い。 

（７） 各チームの登録選手は、ＪＦＡ発行の選手証を持参しなければならない。ただし、顔の認識ができるものであ
ること。不携帯の選手は試合に出場できない。 

    ※ 電子選手証とは、ＪＦＡＷＥＢ登録システム「ＫＩＣＫ ＯＦＦ」から出力した選手証、またはスマート
フォンやＰＣ等の画面に表示したものをさす。 

 
８ 参加チーム 地区予選勝ち上がり１２チームおよび県リーグ参加チーム２０チーム 計３２チーム 
        ※ SHOSHI 2nd、会津サントス2nd、いわきFC2ndが県リーグに所属しているため、 

地区１５チーム、県リーグ１７チーム 
          地区枠  県北：4 県中：6 県南：1  相双：1  いわき：1  会津：2 
 
 
 



９ 競技方法 
 （１） ノックアウト方式（トーナメント）出行う。 
（２） １回戦～準々決勝は、競技時間７０分（インターバルは１０分間）とし、７０分で勝敗が決しない場合は、Ｐ

Ｋ方式により次回戦進出チームを決定する。 
（３） 準決勝・決勝は、競技時間８０分（インターバルは１０分間）とし、８０分で勝敗が決しない場合、準決勝は

ＰＫ方式により次回戦進出チームを決定する。決勝は、２０分（前後半１０分）の延長戦を行い、なお決しな
い場合はＰＫ方式により、優勝チームを決定する。 

 
10 競技規則 
 （１） 2026/27、ＪＦＡ制定の「サッカー競技規則」による。競技規則の改正を適用する。 
 （２） 試合毎にスタッフ５名、選手１８名登録し、７名までの交代が認められる。なお、１度退いた選手も再び出場

できる。 
 （３） 外国籍選手の登録は３名までとし、３名までの出場を認める。 
 （４） 本大会において、退場を命じられた選手は、自動的に次の１試合に出場できず、それ以降の処置については規

律・裁定委員会において決定する。 
 （５） 本大会期間中に警告を異なる試合で２回受けた者は、次の１試合に出場できない。 
 （６） テクニカルエリアは、全試合設置する。 
 （７） 飲水タイムを設ける。酷暑時にはクーリングブレイクで対応する。 
 
11 審判 
 （１） １回戦～準々決勝は、主審・第４の審判を協会派遣、副審は各チームの帯同審判員で行う。 
 （２） 準決勝以降は、主審・副審・第４の審判とも協会派遣で行う。 
 
12 参加申し込みおよび参加料 
 （１） 参加申し込み 
   ① 「ＫＩＣＫ ＯＦＦ」の大会エントリーシステムで行う。 
   ② 登録できる人数は、スタッフ５名以内、選手２５名以内とする。 
   ③ 申し込み期限  ２０２６年７月２４日（金） 
 （２） 参加料、振込先は以下の通りとする。 
     1チーム   １５、０００円【振込期日 ７月２４日（金）】 
     振込先 

東北労働金庫二本松支店 「普通預金」 口座番号 ６５７９０６９ 
口座名義 「一般財団法人福島県サッカー協会」 （チーム名で振り込みください。） 

 （３） チーム集合写真（ユニフォーム着用、サイズは２ＭＢ程度、３列で撮影すること） 
 （４） プライバシーポリシー同意書（県協会HPよりダウンロード） 

※（３）、（４）は参加申し込み時に大会エントリーシステムに添付すること。 
 （５）上記（１）③の申し込み期限以降の申込内容の変更は認めない。（スタッフの追加・変更は可） 
 
13 ユニフォーム 
 （１） ユニフォーム（シャツ・ショーツ・ソックス）については、正の他に副として、正と色彩が異なり、判別しや

すいユニフォームをチーム登録用紙に記載し、各試合必ず携行すること（ＦＰ・ＧＫ用共）。 
 （２） 主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したときは、両チームの立

ち合いのもとに、その試合において着用するユニフォームを決定する。 
 （３） 前項の場合、主審は、両チームの各２組のユニフォームのうちから、シャツ、ショーツ及びソックスのそれぞ

れについて、判別しやすい組み合わせを決定することができる。 
 （４） シャツの色彩は審判員が通常使用する黒色と明確に判別し得るものでなければならない。 
 （５） シャツの前面・背面にｗｅｂエントリーシステムに登録した選手番号を付けること。ショーツについては、選

手番号を付けることが望ましい。 
 （６） 選手番号については、１番から９９番までとする。 
 （７） ユニフォームへの広告掲示については、ＪＦＡ「ユニフォーム規定」に基づき、承認された場合のみこれを認

める。ただし、日本中学校体育連盟加盟チームは連盟規定により、これを認めない。 
（８） ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、ソックスと同色でな

くても良い。 
（９） アンダーシャツの色は問わない。ただしチーム内で同色のものを着用する。 
（10） アンダーショーツ及びタイツの色は問わない。ただしチーム内で同色のものを着用する。 
（11）  キャプテンが着用するアームバンド については下記のとおりとする。 

① フィールド上にアームバンドなどを着用したキャプテンがいることを必須としない。  
② アームバンドの代用としてテープなど着用することができる。  

 （12） その他の事項については、ＪＦＡユニフォーム規定に則る。 
 
 
 



14 その他  
（１） キックオフ時刻の７０分前に、双方チーム（監督・チームスタッフ）．審判、本部（準決勝・決勝はMC含む）

によるマッチコーディネーションミーティングを実施する。 
（２） 感染症等で人数が揃わず試合実施ができない場合は不戦敗扱いとする。 
（３） 会場使用前のあいさつや諸準備等を第1試合の2チームが行う。また、会場の後片付けや会場使用後のあいさ 

つをその日の最終試合の2チームで行うこととする。 
また、会場責任者を各地区委員長もしくは地区委員長から依頼を受けた代理の者を置くこととする。会場責任

者は、その会場で起こったあらゆる出来事に対応し、必要があれば県協会等に報告するとともに、会場使用の本
申請や使用料、審判謝礼支払い、試合結果等の報告を行うこととする。その他、大会運営に関わる一切を、会場
を使用する全チームで協力して行うこととする。 

（４） 落雷の予兆があった場合は、速やかに活動を中止し、危険性がなくなると判断されるまで安全な場所に避    
難する。中断した場合、最大１時間半程度待機する。試合再開が難しい場合は、中断した時点での結果を採用    
して、試合成立とする。中断した時点で同点の場合もしくは試合が実施されなかった場合は、チーム代表者 
による抽選により勝ち上がりチームを決する。その際は、会場責任者や主審と協議の上、 判断を迅速に行 
えるよう努める。 

（５） 原則として、「ＪＦＡ熱中症対策ガイドライン」に沿って大会を運営するが、「３１≦WBGT」ではガイ 
 ドラインに示されている「ＳＴＥＰ３」の対応ができないことや以後の大会日程、東北大会の申込期日を考  
慮し試合を中止・中断とします。中止・中断した場合の対応は次のとおりとする。 
試合再開が難しい場合は中断した時点での結果を採用して試合成立とする。中断した時点で同点の場合もし  
くは試合が実施されなかった場合は、チーム代表者による抽選により勝ち上がりチームを決定する。 

（６）その他、試合会場においては、運営責任者の指示に従い、大会運営に協力すること。 
（７）本大会要項に規定されていない事項については福島県３種委員会において協議の上決定する。 
 

15 大会および日程等の確認  
大会に関わる連絡は、一般財団法人福島県サッカー協会ＨＰもしくはメールにて行う。 

 
16 問い合わせ先 一般財団法人福島県サッカー協会 ３種委員長 渡邊正志 
   ① 携帯電話    ０９０－８８０２－３８７６ 
   ② Ｅ―ｍａｉｌ  masashistar1031@gmail.com 
   ③ 急ぎの場合は、一般財団法人福島県サッカー協会事務局まで 
     ＴＥＬ ０２４－９５３－５６２６  ＦＡＸ ０２４－９５３－５６２７ 

Ｅ－ｍａｉｌ fa07＠fukushima-fa.com 


